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地球の北へ

ラモン・ゴヤロラは、オプ
ス・デイの司祭で、４年前か
らフィランドに住んでいる。

2009/01/23

ラモン・ゴヤロラは、医者として患
者の病気を治すだけではなく、心の
傷を癒す必要を感じていた。もっと
患者の心の奥深くに入ることができ
ればと願っていた。人々の感情や不
安にも手を差し伸べることができな
いかと考えていた。長い間、彼はこ
の考えを思い巡らしてたが、ついに
実行に移したのだった。



ラモンは、医学を学んだ。これを自
分の天職であると常に考えていた。
ところが、時がたつうちに、視野を
広げたいと思うようになった。よく
考えた上で自分の人生を思い切って
変え、自分の夢にかける決心した。
彼は要約して言う。「神の呼びかけ
を感じ、それが自分のものだと確信
したのです。」司祭の叙階を受け、
オプス・デイの司祭としての歩みが
始まった。それは6年前のことだっ
た。それ以来、彼は立ち止まること
なく職務に打ち込んできた。

司祭となってから、彼は故郷である
ビルバオを去り、最初の２年間はセ
ビリア（スペイン）で働いた。4年
前にフィランドに派遣される。「と
ても満足している」と彼は言う。実
のところ、北欧に行きたいと言い出
したのは彼の方である。「その地方
がとても魅了的」に思えたからだ。
フィンランドは彼の期待を裏切らな
かった。今、彼はとても燃えてい



る。全てのエネルギーを注いで、手
がけているプロジェクットを完成さ
せようと意気込んでいる。｢若い人た
ちと付き合っています。アルコール
をやめるよう忠告を与えなければな
らない人もいれば、勉強に力いれる
ように励ます必要のある人もいま
す･･･。人それぞれですね。今は、大
学生のための学生寮を始めようと考
えています。そのための建物はもう
見つかっており、現在、寮生を募集
しているところです。寮生たちに、
家庭的な雰囲気を提供したいので
す。｣と説明してくれた。

彼のヘルシンキ滞在はもう長く、永
住することになるかもしれない。
「私は、もうすっかり馴染んでしま
いましたよ。もっと溶け込めるよ
う、フィランド人のように振舞うよ
うにしています」と語る。その目的
は達しているようにも見えるが。ラ
モンは、「北欧諸国に惚れてしまっ
た」、特にフィランドに、と打ち明



ける。「景色の美しさは印象的で
す。国土の60％が森で10％が水で
す！」と言う。人々の性格について
も、「人柄はとても単純で、裏表が
なく、丁寧です。（･･･）ただ、
ちょっと冷たいと感じることもある
かな」とラモンは付け加えた。

さらに、この国に来ることで、ラッ
プランド知ることができた｡ ラップ
ランドとは、スウェーデン、ノル
ウェー、フィンランド、ロシアの4
カ国にまたがるヨーロッパ最北の地
域である。ラモンはその地方を訪れ
ただけでなく、そこで「歴史的」ご
ミサをたてた、と誇っている。「私
は、地球の最北でごミサをたてた司
祭です。私に勲章を与えるべきだ」
と快活に冗談を言った。

素晴らしい点は沢山あるが、いくつ
かの点でカルチャーショックを受け
たことがあった。非常に驚かせたこ
とがある。「私が驚いたのは、フィ



ンランド人はとても高い生活水準が
あるにもかかわらず、6割の家族が
崩壊しているということです。顔も
見たことがない兄弟がいるんです！
アルコールの問題も重大ですし、自
殺率も非常に高いです。物質面では
豊かですが、心の中は空しいので
す。ですから、彼らに愛情と希望を
与えることがわたしの使命です」と
強調した。彼の仕事は難しい。しか
し、彼の溢れるような粘り強さと熱
心さで、やり遂げるだろう。それ
は、確かだと思う。
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